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中国語における代詞主観化の表現的特徴と
歴史的変遷

趙　　　宏　剛

　本稿では、代詞の主観化に関するこれまでの代表的な研究を踏まえて代詞
主観化の表現的特徴および源流について考察をしたうえで、人称代詞、疑問
詞および指示詞の主観化研究領域における課題を指摘し、代詞主観化に対す
る今後の研究方向および研究方法について管見を述べた。これまで中国語学
界における代詞の主観化研究は、個別事象に対する共時的な考察が多く行わ
れていたが、主観的意味が発生してきた経緯という、通時的な側面に着目し
た分析は少なく、代詞の主観化現象を説明する際の裏づけが十分とは言えな
い。そこで、言葉の歴史的変遷に視点を置き、各種代詞の主観化経緯を明確
にし、さらに文法化理論を用いて、代詞の主観化を動機づける要因を明らか
にする必要がある。なお、代詞の主観化現象をより客観的かつ本質的にとら
えるために、言語類型学の視点から、他言語の代詞との類似点または相違点
を比較分析し、中国語における代詞の主観化に普遍的な要素を見つけ出すこ
とが必要である。


